
資料３

平成 30 年度

民有林補助治山事業における

期中の評価結果（案）



整理
番号

都道府県 事業区分 事業実施地区名 事業実施主体

1 山形県
民有林補助治山事業

（地すべり防止）
地竹

（ちたけ）
山形県

平成３０年度　期中の評価実施地区一覧表
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様式2-2

事業の概要・目的

① 費用便益分析
の算定基礎となっ
た要因の変化

② 森林・林業情
勢、農山漁村の状

　 況その他の社会経
　 済情勢の変化

③ 事業の進捗状況

期　中  の　評　価　個　表
整理番号 1

事業名
民有林補助治山事業
(地すべり防止）

都道府県名 山形県

事業実施地区名
地竹地区

（ちたけちく）
事業計画期間 平成20年度～平成37年度(18年間)

関係市町村名 鶴岡市 事業実施主体 山形県

　本地区は、山形県鶴岡市の南東部、湯殿山総本寺瀧水寺大日坊と注連寺の間に
位置しており、新第三紀～四紀層の凝灰岩を主体とした地盤が脆弱な地域であ
る。
　平成18年融雪時期に、市道大網･越中山線の路面にクラックが発生し、周辺踏
査を実施したところ、地すべりの発生が確認された。
　その後の調査により、山腹斜面にも亀裂や陥没、隆起など地すべりの兆候が確
認されたことから、下流域の県道、一級河川梵字川、田畑への被害を未然に防止
するため、平成20年度より民有林補助治山事業（地すべり防止）による対策工事
に着手した。
　その後、平成25年の融雪並びに豪雨により、地すべりの再滑動とともに、新た
なブロックでの地すべりの発生が確認されたことから、平成26年度に全体計画を
見直し、集水井工の基数を５基から12基に増やし、杭工を新たに追加するととも
に事業期間も８年間延長した。

・主な事業内容：集水井工12基、ボーリング暗渠工1,330ｍ、
アンカー工570ｍ（35本）、杭工1,350ｍ（90本）

・総事業費：923,049千円（税抜き：860,660千円）
（平成19年度評価時点　総事業費：300,000千円（税抜き：285,714千円））

　本事業の費用便益分析における主な便益は山地保全便益であり、集水井工、ア
ンカー工、杭工等の施工により地すべり滑動を抑制・抑止し、崩壊の発生や下流
域への土砂流出を防止する便益である。
　事業採択時と今回の費用便益分析を比較すると、前述の全体計画の見直しによ
り、事業対象区域、保全効果区域の面積が増加したことにより総便益が増とな
り、事業費の増額および過去の事業費に対しデフレーターを用いて算出したこと
により総費用が増となった。

　総便益(B) 1,424,137千円（平成19年度評価時点：417,078千円※）
　総費用(C) 877,996千円（平成19年度評価時点：262,401千円※）
　分析結果(B/C) 　　1.62　　  （平成19年度評価時点：1.59※）

※平成19年度評価時点における数値については、消費税を含んだ数値である。

　本地区の森林状況は、天然林と人工林の割合がほぼ同じとなっており、樹種構
成は天然林ではナラが多く、人工林ではスギが多い。
　集水井工等の対策工により、順調に地すべりブロックの安定が図られており、
市道の通行の安全が確保される等、事業効果が順調に発現している。保全対象と
なる道路の延長および交通量や田畑の状況については、事業採択時と比べ、特段
の変化は見られない。

・主な保全対象　県道500ｍ、一級河川梵字川、田畑5.0ha

　これまでの対策工事により、地すべり滑動に伴う大きな変位は観測されていな
い。
　現在は集水井工を施工しており、平成30年度末の進捗率は約50％（事業費）と
なる見込みである。

・平成30年度末施工状況：集水井工７基、ボーリング暗渠工610m
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④ 関連事業の整備
状況

⑤ 地元（受益者、
地方公共団体等）
の意向

⑥ 事業コスト縮減等
の可能性

⑦ 代替案の実現可
能性

評価結果及び事業の ・必要性：

実施方針

・効率性：

・有効性：

・事業の実施方針：

整理番号 1

　地すべりブロックの滑動が安定することにより、地すべり
ブロック内及び直下の河川への土砂流入が防げ保全が図られ
ており、今後も事業効果の発現が見込まれていることから、
本事業の有効性が認められる。

　本事業の実施にあたっては、重点化・効率化を図るととも
に、景観と環境の保全等にも十分配慮しつつ、早期概成に向
けて継続して取り組むこととする。

　本地区に隣接する「七五三掛地区地すべり防止区域」においては、平成21年度
から平成30年度に東北農政局庄内あさひ農地保全事務所が、「大網地区地すべり
防止区域」においては、昭和29年度から平成15年度に山形県庄内総合支庁河川砂
防課がそれぞれ地すべり対策工事を実施している。
　なお、当地区周辺において地すべり防止事業を実施する機関が、月山地区地す
べり対策連絡会を設立し、相互に情報の共有を図っている。

　本地区は豪雪地帯であり、融雪により、小規模な崩壊、地すべりが昔から発生
している。住民の安全・安心を確保するために当該工事の早期・確実な概成を要
望します。（鶴岡市）

　地下水の排除を目的とする集水井工等の抑制工を主体として選定し、か
つ排水効果の高い箇所から計画的に施工を実施するとともに、対策の効果
を検証しつつ、実施年度毎に経済比較に基づく工法採用や材料選定を実施
し、コスト縮減に努めている。

　地すべり機構調査等の結果により現時点において最も効果的な工法を採
用しており、代替案はない。

　地すべり対策等の調査を実施した結果、比較的大きなブ
ロックの地すべりであることが判明し、崩壊地についても大
量の不安定土砂が堆積しており、放置すると豪雨等により保
全対象である道路、田畑、一級河川梵字川へ大量の土砂が流
出し被害が拡大するおそれがあることから、本事業の必要性
が認められる。

　地すべり対策工の計画に当たっては、現地に応じた最も効
果的かつ効率的な工種・工法で実施しており、事業実施に当
たってもコスト縮減に努めていることから、本事業の効率性
が認められる。
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1

評価箇所概要図

整理番号

山形県

事  業　名 民有林補助治山事業（地すべり防止） 地  区 名 地竹地区

大網地区地すべり防止区域

（山形県庄内総合支庁河川砂防課）

七五三掛地区地すべり防止区域

（東北農政局庄内あさひ農地保全事務所）

山形自動車道

国道112号

事業実施箇所

主な保全対象

県道500m、一級河川梵字川、田畑5.0ha

＜位置図＞

山形県鶴岡市大網地内

道路の亀裂 林地内の陥没

集水井の集水状況

事業内容等

○事業期間

平成20年度～平成37年度(18年間)

○主な事業内容

集水井工12基、ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ暗渠工1,330ｍ

ｱﾝｶｰ工570ｍ、杭工1,350ｍ

事業対象区域

保全効果区域

保　全　対　象

凡　例

大網地区地すべり防止区域

民有林補助治山事業

（地すべり防止）
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様式１

事 業 名　： 都道府県名： 山形県
施行箇所 ： （単位：千円）

中　区　分 評価額

土砂流出防止便益 1,419,993

土砂崩壊防止便益 4,144

総　便　益    （Ｂ） 1,424,137

877,996

1,424,137

877,996

総　費　用    （Ｃ）

費用便益比 Ｂ÷Ｃ＝ ＝ 1.62

便　益　集　計　表
（治山事業）

民有林補助治山事業（地すべり防止）
地竹地区

大　区　分 備　　　　考

山地保全便益
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様式３-様式４

都道府県名： 山形県

総事業費： 861,660 千円 （単位：千円）

2007 Ｈ１９ × 1.5395 2068 Ｈ８０ 0 × 0.1407 0
2008 Ｈ２０ 8,923 × 1.4802 104.1 12,700 2069 Ｈ８１ 0 × 0.1353 0
2009 Ｈ２１ 61,223 × 1.4233 103.8 84,033 2070 Ｈ８２ 500 × 0.1301 65
2010 Ｈ２２ 16,584 × 1.3686 105.1 21,617 2071 Ｈ８３ 0 × 0.1251 0
2011 Ｈ２３ 20,402 × 1.3159 105.1 25,570 2072 Ｈ８４ 0 × 0.1203 0
2012 Ｈ２４ 57,250 × 1.2653 104.9 69,124 2073 Ｈ８５ 0 × 0.1157 0
2013 Ｈ２５ 51,042 × 1.2167 103.2 60,237 2074 Ｈ８６ 0 × 0.1112 0
2014 Ｈ２６ 59,391 × 1.1699 100.0 69,551 2075 Ｈ８７ 500 × 0.1069 53
2015 Ｈ２７ 0 × 1.1249 100.2 0
2016 Ｈ２８ 39,826 × 1.0816 100.5 42,904
2017 Ｈ２９ 64,160 × 1.0400 100.1 66,726
2018 Ｈ３０ 56,700 × 1.0000 100.1 56,700
2019 Ｈ３１ 64,815 × 0.9615 62,320
2020 Ｈ３２ 64,815 × 0.9246 59,928
2021 Ｈ３３ 64,815 × 0.8890 57,621
2022 Ｈ３４ 64,815 × 0.8548 55,404
2023 Ｈ３５ 64,815 × 0.8219 53,271
2024 Ｈ３６ 64,815 × 0.7903 51,223
2025 Ｈ３７ 36,269 × 0.7599 27,561
2026 Ｈ３８ 0 × 0.7307 0
2027 Ｈ３９ 0 × 0.7026 0
2028 Ｈ４０ 0 × 0.6756 0
2029 Ｈ４１ 0 × 0.6496 0
2030 Ｈ４２ 500 × 0.6246 312
2031 Ｈ４３ 0 × 0.6006 0
2032 Ｈ４４ 0 × 0.5775 0
2033 Ｈ４５ 0 × 0.5553 0
2034 Ｈ４６ 0 × 0.5339 0
2035 Ｈ４７ 500 × 0.5134 257
2036 Ｈ４８ 0 × 0.4936 0
2037 Ｈ４９ 0 × 0.4746 0
2038 Ｈ５０ 0 × 0.4564 0
2039 Ｈ５１ 0 × 0.4388 0
2040 Ｈ５２ 500 × 0.4220 211
2041 Ｈ５３ 0 × 0.4057 0
2042 Ｈ５４ 0 × 0.3901 0
2043 Ｈ５５ 0 × 0.3751 0
2044 Ｈ５６ 0 × 0.3607 0
2045 Ｈ５７ 500 × 0.3468 173
2046 Ｈ５８ 0 × 0.3335 0
2047 Ｈ５９ 0 × 0.3207 0
2048 Ｈ６０ 0 × 0.3083 0
2049 Ｈ６１ 0 × 0.2965 0
2050 Ｈ６２ 500 × 0.2851 143
2051 Ｈ６３ 0 × 0.2741 0
2052 Ｈ６４ 0 × 0.2636 0
2053 Ｈ６５ 0 × 0.2534 0
2054 Ｈ６６ 0 × 0.2437 0
2055 Ｈ６７ 500 × 0.2343 117
2056 Ｈ６８ 0 × 0.2253 0
2057 Ｈ６９ 0 × 0.2166 0
2058 Ｈ７０ 0 × 0.2083 0
2059 Ｈ７１ 0 × 0.2003 0
2060 Ｈ７２ 500 × 0.1926 96
2061 Ｈ７３ 0 × 0.1852 0
2062 Ｈ７４ 0 × 0.1780 0
2063 Ｈ７５ 0 × 0.1712 0
2064 Ｈ７６ 0 × 0.1646 0
2065 Ｈ７７ 500 × 0.1583 79

2066 Ｈ７８ 0 × 0.1522 0

2067 Ｈ７９ 0 × 0.1463 0 合　計
Ｃ＝ 千円

デフレーター：厚生労働省毎月勤労統計調査「実質賃金指数－決まって支給する給与（３０人以上）」

事 業 名 ：

施行箇所 ：

年度 年度 割引率
デフレー

ター
現在価値額

877,996
877,996

費 用 集 計 表
（治山事業）

民有林補助治山事業（地すべり防止）
地竹地区

事業費
(税抜き)

割引率
デフレー

ター
現在価値額

事業費
(税抜き)
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山地保全便益 千円

　土砂流出防止便益

T-1 Ｙ

ｔ ｔ
ｔ = １ ｔ =T

Ｕ： 下流のダムに堆積した１ｍ３の土砂を除去するコスト（円／ｍ３）
出典：（一社）ダム水源地土砂対策技術研究会「ダム堆積対策工法の概要」2014、国土交通省「平成30年度施工パッケージ型積算方式標準単

Ｖ1： 事業実施前における１ha当りの年間浸食土砂量（ｍ３） 多
出典：「治山全体調査の考え方進め方」「森林の公益的機能に関する文献要約集」「森林水文」

Ｖ2： 事業実施後における１ha当りの年間浸食土砂量（ｍ３）  
出典：「治山全体調査の考え方進め方」「森林の公益的機能に関する文献要約集」「森林水文」

Ａ： 事業対象区域面積（ｈａ）

Ｔ： 事業実施後、年間流出土砂量が安定するのに必要な年数

Ｙ： 評価期間

t： 経過年数(治山事業の便益の算出に当たっては、各年度の事業費の累計を用いている。）
　※社会的割引率を考慮するために用いる(1+i)tのt（年数）とは異なる。

i: 社会的割引率（0.04）

事業効果面積：経過年ごとに発生する事業対象区域面積に対して､それぞれ年間流出土砂量等の安定する期間（ｔ/Ｔ）を考慮して面積に換算して年度ごとに累計した面積

年度 社会的割引率 事業対象区域面積　ha 事業効果面積 ha 効果額 千円 現在価値化　千円

2007 1.5395
2008 1.4802 0.05 0.01 25 37
2009 1.4233 0.40 0.05 123 175
2010 1.3686 0.50 0.10 245 335
2011 1.3159 0.62 0.16 392 516
2012 1.2653 0.95 0.25 613 776
2013 1.2167 1.24 0.39 956 1,163
2014 1.1699 1.58 0.54 1,324 1,549
2015 1.1249 1.58 0.70 1,716 1,930
2016 1.0816 1.81 0.88 2,157 2,333
2017 1.0400 2.18 1.11 2,721 2,830
2018 1.0000 2.50 1.33 3,261 3,261
2019 0.9615 2.87 1.57 3,849 3,701
2020 0.9246 3.24 1.87 4,585 4,239
2021 0.8890 3.61 2.16 5,296 4,708
2022 0.8548 3.98 2.46 6,031 5,155
2023 0.8219 4.35 2.77 6,791 5,582
2024 0.7903 4.72 3.09 7,576 5,987
2025 0.7599 4.93 3.42 8,385 6,372
2026 0.7307 4.93 3.74 9,169 6,700
2027 0.7026 4.93 4.01 9,831 6,907
2028 0.6756 4.93 4.25 10,420 7,040
2029 0.6496 4.93 4.46 10,934 7,103
2030 0.6246 4.93 4.63 11,351 7,090
2031 0.6006 4.93 4.76 11,670 7,009
2032 0.5775 4.93 4.85 11,891 6,867
2033 0.5553 4.93 4.91 12,038 6,685
2034 0.5339 4.93 4.93 12,087 6,453
2035 0.5134 4.93 4.93 12,087 6,205
2036 0.4936 4.93 4.93 12,087 5,966
2037 0.4746 4.93 4.93 12,087 5,736
2038 0.4564 4.93 4.93 12,087 5,517
2039 0.4388 4.93 4.93 12,087 5,304
2040 0.4220 4.93 4.93 12,087 5,101
2041 0.4057 4.93 4.93 12,087 4,904
2042 0.3901 4.93 4.93 12,087 4,715
2043 0.3751 4.93 4.93 12,087 4,534
2044 0.3607 4.93 4.93 12,087 4,360
2045 0.3468 4.93 4.93 12,087 4,192
2046 0.3335 4.93 4.93 12,087 4,031
2047 0.3207 4.93 4.93 12,087 3,876
2048 0.3083 4.93 4.93 12,087 3,726
2049 0.2965 4.93 4.93 12,087 3,584
2050 0.2851 4.93 4.93 12,087 3,446
2051 0.2741 4.93 4.93 12,087 3,313
2052 0.2636 4.93 4.93 12,087 3,186
2053 0.2534 4.93 4.93 12,087 3,063
2054 0.2437 4.93 4.93 12,087 2,946
2055 0.2343 4.93 4.93 12,087 2,832
2056 0.2253 4.93 4.93 12,087 2,723
2057 0.2166 4.93 4.93 12,087 2,618
2058 0.2083 4.93 4.93 12,087 2,518
2059 0.2003 4.93 4.93 12,087 2,421
2060 0.1926 4.93 4.93 12,087 2,328
2061 0.1852 4.93 4.93 12,087 2,239
2062 0.1780 4.93 4.93 12,087 2,151
2063 0.1712 4.93 4.93 12,087 2,069
2064 0.1646 4.93 4.93 12,087 1,990
2065 0.1583 4.93 4.93 12,087 1,913
2066 0.1522 4.93 4.93 12,087 1,840
2067 0.1463 4.93 4.93 12,087 1,768
2068 0.1407 4.93 4.93 12,087 1,701
2069 0.1353 4.93 4.93 12,087 1,635
2070 0.1301 4.93 4.93 12,087 1,573
2071 0.1251 4.93 4.93 12,087 1,512
2072 0.1203 4.93 4.93 12,087 1,454
2073 0.1157 4.93 4.93 12,087 1,398
2074 0.1112 4.93 4.93 12,087 1,344
2075 0.1069 4.93 4.93 12,087 1,292
合計 241,527

241,527

Ｂ＝ Σ ＋ Σ ×
　Ｔ×（１＋ｉ） （１＋ｉ） 1.0

t 1 （Ｖ1-Ｖ2)×Ａ×Ｕ

事業対象区域

0.05 ～ 4.93

10

68

4,095

山腹崩壊地 600.00

整備済森林 1.30

7



山地保全便益 千円

　土砂流出防止便益
　　保全効果区域

Ｙ

ｔ
ｔ = １

Ｕ：
出典：（一社）ダム水源地土砂対策技術研究会「ダム堆積対策工法の概要」2014、国土交通省「平成30年度施工パッケージ型積算方式標準単

Ｖ1： 多
出典：「治山全体調査の考え方進め方」「森林の公益的機能に関する文献要約集」「森林水文」

Ｖ2： 保全効果区域における現在の１ha当りの年間浸食土砂量（ｍ
３
）  

出典：「治山全体調査の考え方進め方」「森林の公益的機能に関する文献要約集」「森林水文」
Ａ： 保全効果区域面積（ｈａ）

Ｙ： 評価期間

i: 社会的割引率（0.04）

年度 社会的割引率 t/Y 事業効果面積　ha 効果額 千円 現在価値化　千円

2007 1.5395
2008 1.4802 0.0147 0.50 18 27
2009 1.4233 0.0294 3.92 283 403
2010 1.3686 0.0441 4.84 523 716
2011 1.3159 0.0588 5.98 862 1,134
2012 1.2653 0.0735 9.18 1,654 2,093
2013 1.2167 0.0882 12.02 2,599 3,162
2014 1.1699 0.1029 15.34 3,870 4,528
2015 1.1249 0.1176 15.34 4,423 4,975
2016 1.0816 0.1324 17.56 5,700 6,165
2017 1.0400 0.1471 21.14 7,624 7,929
2018 1.0000 0.1618 24.31 9,643 9,643
2019 0.9615 0.1765 27.93 12,086 11,621
2020 0.9246 0.1912 31.54 14,785 13,670
2021 0.8890 0.2059 35.16 17,749 15,779
2022 0.8548 0.2206 38.78 20,974 17,929
2023 0.8219 0.2353 42.40 24,460 20,104
2024 0.7903 0.2500 46.02 28,207 22,292
2025 0.7599 0.2647 48.04 31,176 23,691
2026 0.7307 0.2794 48.04 32,907 24,045
2027 0.7026 0.2941 48.04 34,639 24,337
2028 0.6756 0.3088 48.04 36,370 24,572
2029 0.6496 0.3235 48.04 38,101 24,750
2030 0.6246 0.3382 48.04 39,833 24,880
2031 0.6006 0.3529 48.04 41,564 24,963
2032 0.5775 0.3676 48.04 43,295 25,003
2033 0.5553 0.3824 48.04 45,039 25,010
2034 0.5339 0.3971 48.04 46,770 24,971
2035 0.5134 0.4118 48.04 48,501 24,900
2036 0.4936 0.4265 48.04 50,233 24,795
2037 0.4746 0.4412 48.04 51,964 24,662
2038 0.4564 0.4559 48.04 53,695 24,506
2039 0.4388 0.4706 48.04 55,427 24,321
2040 0.4220 0.4853 48.04 57,158 24,121
2041 0.4057 0.5000 48.04 58,889 23,891
2042 0.3901 0.5147 48.04 60,621 23,648
2043 0.3751 0.5294 48.04 62,352 23,388
2044 0.3607 0.5441 48.04 64,083 23,115
2045 0.3468 0.5588 48.04 65,815 22,825
2046 0.3335 0.5735 48.04 67,546 22,527
2047 0.3207 0.5882 48.04 69,277 22,217
2048 0.3083 0.6029 48.04 71,009 21,892
2049 0.2965 0.6176 48.04 72,740 21,567
2050 0.2851 0.6324 48.04 74,483 21,235
2051 0.2741 0.6471 48.04 76,215 20,891
2052 0.2636 0.6618 48.04 77,946 20,547
2053 0.2534 0.6765 48.04 79,677 20,190
2054 0.2437 0.6912 48.04 81,409 19,839
2055 0.2343 0.7059 48.04 83,140 19,480
2056 0.2253 0.7206 48.04 84,871 19,121
2057 0.2166 0.7353 48.04 86,603 18,758
2058 0.2083 0.7500 48.04 88,334 18,400
2059 0.2003 0.7647 48.04 90,065 18,040
2060 0.1926 0.7794 48.04 91,797 17,680
2061 0.1852 0.7941 48.04 93,528 17,321
2062 0.1780 0.8088 48.04 95,259 16,956
2063 0.1712 0.8235 48.04 96,991 16,605
2064 0.1646 0.8382 48.04 98,722 16,250
2065 0.1583 0.8529 48.04 100,453 15,902
2066 0.1522 0.8676 48.04 102,185 15,553
2067 0.1463 0.8824 48.04 103,928 15,205
2068 0.1407 0.8971 48.04 105,659 14,866
2069 0.1353 0.9118 48.04 107,390 14,530
2070 0.1301 0.9265 48.04 109,122 14,197
2071 0.1251 0.9412 48.04 110,853 13,868
2072 0.1203 0.9559 48.04 112,585 13,544
2073 0.1157 0.9706 48.04 114,316 13,226
2074 0.1112 0.9853 48.04 116,047 12,904
2075 0.1069 1.0000 48.04 117,779 12,591
合計 1,178,466

Ｂ＝ Σ
Ｙ×1.0×(１＋i）

1,178,466

68

事業を実施しない場合に想定される保全効果区域における将来の年間浸食土砂量（ｍ
３
） 山腹崩壊地 600.00

整備済森林 1.30

48.04

下流のダムに堆積した１ｍ３の土砂を除去するコスト（円／ｍ３） 4,095

（Ｖ1-Ｖ2)×ｔ×Ａ×Ｕ
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山地保全便益 千円
　土砂崩壊防止便益

Ｙ

ｔ
ｔ = １1

Ｕ： 下流のダムに堆積した１ｍ３の土砂を除去するコスト（円／ｍ３）
出典：（一社）ダム水源地土砂対策技術研究会「ダム堆積対策工法の概要」2014、国土交通省「平成30年度施工パッケージ型積算方式標準単

Ｖ： 崩壊見込み量（m3/年）

Ａ： 事業対象区域面積（ｈａ）

R： 流域内崩壊率 47
出典：「治山全体調査」S42からS46

N： 雨量比＝50年確率日雨量／既往最大日雨量
山形地方気象台資料

L： 事業対象区域の周囲（m）（治山事業のみ算定対象）
図上計測 周囲面積   L×H/10,000 （ha）

H： 平均崩壊深（ｍ）
地すべり調査報告書

Ｙ： 評価期間

i: 社会的割引率（0.04）

10,000： 単位合わせのための調整値

年度 社会的割引率 効果区域面積　ha 効果周囲面積 崩壊見込み量 m3 効果額　千円 現在価値化　千円

2007 1.5395
2008 1.4802 0.00 0.00 0.00 0 0
2009 1.4233 0.00 0.00 0.00 0 0
2010 1.3686 0.00 0.00 0.00 0 0
2011 1.3159 0.00 0.00 0.00 0 0
2012 1.2653 0.00 0.00 0.00 0 0
2013 1.2167 0.00 0.00 0.00 0 0
2014 1.1699 0.00 0.00 0.00 0 0
2015 1.1249 0.00 0.00 0.00 0 0
2016 1.0816 0.00 0.00 0.00 0 0
2017 1.0400 0.00 0.00 0.00 0 0
2018 1.0000 0.05 0.05 0.69 3 3
2019 0.9615 0.40 0.43 5.36 22 21
2020 0.9246 0.50 0.53 6.66 27 25
2021 0.8890 0.61 0.65 8.22 34 30
2022 0.8548 0.94 1.00 12.54 51 44
2023 0.8219 1.23 1.31 16.43 67 55
2024 0.7903 1.57 1.68 20.93 86 68
2025 0.7599 1.57 1.68 20.93 86 65
2026 0.7307 1.80 1.92 23.96 98 72
2027 0.7026 2.17 2.31 28.80 118 83
2028 0.6756 2.49 2.66 33.12 136 92
2029 0.6496 2.87 3.05 38.05 156 101
2030 0.6246 3.24 3.45 42.98 176 110
2031 0.6006 3.61 3.84 47.91 196 118
2032 0.5775 3.98 4.24 52.84 216 125
2033 0.5553 4.35 4.63 57.77 237 132
2034 0.5339 4.72 5.03 62.70 257 137
2035 0.5134 4.93 5.25 65.47 268 138
2036 0.4936 4.93 5.25 65.47 268 132
2037 0.4746 4.93 5.25 65.47 268 127
2038 0.4564 4.93 5.25 65.47 268 122
2039 0.4388 4.93 5.25 65.47 268 118
2040 0.4220 4.93 5.25 65.47 268 113
2041 0.4057 4.93 5.25 65.47 268 109
2042 0.3901 4.93 5.25 65.47 268 105
2043 0.3751 4.93 5.25 65.47 268 101
2044 0.3607 4.93 5.25 65.47 268 97
2045 0.3468 4.93 5.25 65.47 268 93
2046 0.3335 4.93 5.25 65.47 268 89
2047 0.3207 4.93 5.25 65.47 268 86
2048 0.3083 4.93 5.25 65.47 268 83
2049 0.2965 4.93 5.25 65.47 268 79
2050 0.2851 4.93 5.25 65.47 268 76
2051 0.2741 4.93 5.25 65.47 268 73
2052 0.2636 4.93 5.25 65.47 268 71
2053 0.2534 4.93 5.25 65.47 268 68
2054 0.2437 4.93 5.25 65.47 268 65
2055 0.2343 4.93 5.25 65.47 268 63
2056 0.2253 4.93 5.25 65.47 268 60
2057 0.2166 4.93 5.25 65.47 268 58
2058 0.2083 4.93 5.25 65.47 268 56
2059 0.2003 4.93 5.25 65.47 268 54
2060 0.1926 4.93 5.25 65.47 268 52
2061 0.1852 4.93 5.25 65.47 268 50
2062 0.1780 4.93 5.25 65.47 268 48
2063 0.1712 4.93 5.25 65.47 268 46
2064 0.1646 4.93 5.25 65.47 268 44
2065 0.1583 4.93 5.25 65.47 268 42
2066 0.1522 4.93 5.25 65.47 268 41
2067 0.1463 4.93 5.25 65.47 268 39
2068 0.1407 4.93 5.25 65.47 268 38
2069 0.1353 4.93 5.25 65.47 268 36
2070 0.1301 4.93 5.25 65.47 268 35
2071 0.1251 4.93 5.25 65.47 268 34
2072 0.1203 4.93 5.25 65.47 268 32
2073 0.1157 4.93 5.25 65.47 268 31
2074 0.1112 4.93 5.25 65.47 268 30
2075 0.1069 4.93 5.25 65.47 268 29
合計 4,144

0.00 ～ 65.47

最上川 0.0031

Ｖ＝

4,095

0.01×（Ａ＋（L×H）／20,000）×Ｒ×Ｎ×Ｈ×10,000

Ｖ×Ｕ
Ｂ＝ Σ

（１＋ｉ）

4,144

0.9298

30.0

68

0.00 ～ 4.93

1750
0.00 ～ 5.25
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